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機能の概要
特定の請求書ソースドキュメントの請求書に例外の種類を適用可能に
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機能の概要
説明: 特定の請求書ソースドキュメントの請求書に例外の種類を適用可能に

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア グローバル

• SAP Ariba Buying
• SAP Ariba Buying and Invoicing

この機能は、該当ソリューションを使用しているすべての
お客様に対して自動的にオンになっており、すぐに使用で
きます。

[顧客管理者] グループまたは [請求書管理者] グループ
のメンバは、請求書例外の種類を設定することができま
す。

[統合管理] グループのメンバは、この機能のデータ定義
変更を確認して承認する必要があります。

これまでは、照合に使用されるソースドキュメントのカテ
ゴリに基づいてさまざまな請求書例外を定義する方法が
ありませんでした。請求書例外を注文書なし請求書、契
約請求書、または注文書が一致した請求書に対して定
義することはできましたが、たとえば、注文書が商品また
はサービスのリリースオーダーであるのかどうかに基づ
いて定義することはできませんでした。このように詳細な
定義ができないことが、不要な例外の発生やプロセスの
効率の低さにつながっています。

バイヤーは、請求書が一致するソースドキュメントの種類
に応じて、請求書例外の種類を特定の請求書に適用する
ことができます。 たとえば、お客様がサービスオーダー
請求書には特定の請求書例外を発生させ、商品の請求
書にはその他の請求書例外を発生させる必要があるとし
ます。 以前は、この機能の一部をパラメータで制御でき
ました。この機能では、請求書例外の種類を適用するた
めのすべてのオプションが 1 カ所にまとめられているた
め、設定が簡素化されます。

請求書例外の定義が拡張され、より詳細になったため、
請求書処理の設定の調整が可能になり、プロセスの効率
が向上します。

やや複雑
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この機能によって、請求書例外の種類の定義に対して、いくつかの改善が提供されてい
ます。

• 関連する属性およびフィールドが論理セクションにグループ化され、保守が簡素化さ
れます。

• [請求書カテゴリ] フィールドが [請求書のソース] に名称変更され、より絞り込まれた
請求書のソース条件が導入されています。以下に例を示します。

• 注文書あり請求書に対する例外を、通常の (商品) オーダーまたはサービスオー
ダーと一致した請求書に適用することができます。

• 注文書あり請求書に対する例外を、契約あり/なしのオーダーと一致した請求書
に適用することができます。

• 注文書あり請求書に対する例外を、入庫に基づく請求書検証対象としてマークさ
れたオーダーと一致した請求書に適用することができます。

• この機能を導入すると、関連する請求書例外の種類の請求書のソース条件が、これ
まで使用されてきたパラメータで自動的に更新されます。

• InvoiceExceptionTypeValidation.csv に新しいフィールドが追加されています。

機能の概要
概要: 特定の請求書ソースドキュメントの請求書に例外の種類を適用可能に
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機能の概要
概要: 請求書のソース条件 1 (2)

請求書のソースを条件でさらに絞り込むための新機能が導入され、お客様が照
合に使用するドキュメントの種類に基づいて請求書例外を調整できるようになり
ました。通常の設定は、[いいえ、すべての条件に適用します] です。

請求書のソースに応じて、さまざまな条件を使用することができます。すべての
ドキュメントに適用される例外には、以下の条件が定義されています (複数の選
択肢を適用することができます)。

• 通常の (商品) オーダー請求書

• 契約請求書

• 注文書なし請求書

• サービスシートありのサービスオーダー (サービスシートが不要な場合、オー
ダーは通常のオーダー請求書として処理されます)

• ブランケット注文書の請求書

• 入庫に基づく請求書検証のオーダー (GRBINV)
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機能の概要
概要: 請求書のソース条件 2 (2)

注文書あり請求書、つまり、注文書のみとして定義された請求書のソースに
適用される例外用に、条件に加えて、以下のオプションが追加されています。

• 契約がないオーダー

• 契約があるオーダー (リリースオーダー)

請求書のソースの絞り込みに使用できる条件は以下のとおりです。

• 通常の (商品) オーダー請求書

• サービスシートありのサービスオーダー (サービスシートが不要な場合、
オーダーは通常のオーダー請求書として処理されます)

• ブランケット注文書の請求書

• 入庫に基づく請求書検証のオーダー (GRBINV)

注: 種類が注文書なし請求書およびリリース契約請求書の請求書のソースに対して
導入された追加条件はありません。
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請求書例外の種類の検証データのインポート/エクスポートを介して管理される
ファイル InvoiceExceptionTypeValidation.csv が更新されました。

以下の変更が適用されます。

• InvoiceCategory - 請求書のソースを定義します

• SpecialConditions (新規)

• null – すべての条件が削除されます

• RegularOrder

• RegularContract

• RegularNonAriba – UI の [なし] と同じ

• ServiceOrder

• LimitOrder

• GRBased

チェックされた複数の SpecialConditions は、たとえば、「RegularOrder or 
ServiceOrder or LimitOrder」のように、オプションを「or」でつなげることによって実
行されます。

この機能をリリースすると、お客様が介入しなくても、以下のパラメータの設
定に応じて、いくつかの変更が自動的に実装されます。

• Application.Invoicing.ExcludeExceptionTypesForGRBasedInvoices

• パラメータに追加された請求書例外に対して、条件 [入庫に基づく請求
書検証の対象としてマークされているオーダー] のチェックが外されま
す。

• パラメータから削除された請求書例外に対して、条件 [入庫に基づく請
求書検証の対象としてマークされているオーダー] にチェックが付けら
れます。

• Application.Invoicing.ExcludeExceptionTypesForLimitOrderCategoryInvoi
ces 

• パラメータに追加された請求書例外に対して、条件 [ブランケット注文
書] のチェックが外されます。

• パラメータから削除された請求書例外に対して、条件 [ブランケット注
文書] にチェックが付けられます。

機能の概要
有効化と保守: 特定の請求書ソースドキュメントの請求書に例外の種類を適用可能に
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本書のいかなる部分も SAP SE または SAP 関連会社の明示的許可なしに、いかなる形式、目的を問わず、複写、または送信することを禁
じます。

本書に記載された情報は、予告なしに変更されることがあります。SAP SE がライセンスする、またはその頒布業者が頒布するソフトウェア
製品には、他のソフトウェア会社の専有ソフトウェアコンポーネントが含まれています。製品仕様は、国ごとに変わる場合があります。

これらの文書は SAP SE または SAP 関連会社が情報提供のためにのみ提供するもので、いかなる種類の表明および保証を伴うものでは
なく、SAP またはその関連会社は文書に関する誤記・脱落等の過失に対する責任を負うものではありません。SAP または SAP 関連会社
の製品およびサービスに対する唯一の保証は、当該製品およびサービスに伴う明示的保証がある場合に、これに規定されたものに限られ
ます。本書のいかなる記述も、追加の保証となるものではありません。

特に、SAP SE またはその関連会社は、本書または関連文書に概説された事業の実現、またはそこに記載されたいかなる機能の開発また
はリリースに対する義務も負いません。本書、関連プレゼンテーション、および SAP SE またはその関連会社の方針および予定されている
将来の開発、製品、またはプラットフォームの方向性および機能は、すべて変更される可能性があり、SAP SE またはその関連会社は随
時、理由の如何を問わずに事前の予告なく変更できるものとします。本書に記載された情報は、いかなる品目、コード、または機能の提供
の確約、保証、または法的義務を表すものではありません。将来の見通しに関する記述はすべて、さまざまなリスクや不確定要素を伴うも
のであり、実際の結果は、予測とは大きく異なるものとなる可能性があります。こうした予測に基づく表明は、読者には過大に信頼しないよ
う注意していただく必要があります。また、こうした表明を購入時の意思決定における根拠とすることも望ましくありません。

SAP、ならびに本書に記載するその他の SAP の製品およびサービスは、そのそれぞれのロゴとともに、ドイツおよびその他の国々におけ
る SAP SE (または SAP 関連会社) の商標または登録商標です。本書に記載されたその他すべての製品およびサービス名は、それぞれ
の企業の商標です。

商標に関する情報および表示の詳細については、www.sap.com/copyright をご覧ください。

www.sap.com/contactsap

フォローをお願いし
ます。

https://www.sap.com/copyright
https://www.sap.com/registration/contact.html
https://www.linkedin.com/company/sap
https://www.youtube.com/user/SAP
https://twitter.com/sap
https://www.facebook.com/SAP

